
生
長
の
家
政
治
連
合（
生
政
連
）の
解
体

　

今
か
ら
78
年
前
の
昭
和
20
年
、
大
東
亜
戦
争
の
敗

戦
に
よ
っ
て
希
望
を
失
っ
た
国
民
に
対
し
谷
口
雅
春

先
生
は
、
日
本
再
建
の
た
め
の
一
大
政
策
、「
生
長
の

家
社
会
事
業
団
の
設
立
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
立
教
以
来
の
個
人
の
救
済
運
動
と
と
も

に
、
国
家
救
済
、
世
界
救
済
を
め
ざ
す
と
い
う
一
大

構
想
で
し
た
。

　

そ
の
第
一
の
柱
が
、
政
治
結
社
「
全
国
精
神
主
義

連
盟
」
の
結
成
で
あ
り
、
谷
口
雅
春
先
生
は
次
の
よ

う
に
ご
決
意
を
お
述
べ
に
な
り
ま
し
た
。

  「「
汝
等
天
地
一
切
の
も
の
と
和
解
せ
よ
」
と
の
信
条

に
生
活
せ
る
吾
等
が
戦
争
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
得

ざ
り
し
は
吾
等
が
単
な
る
宗
教
運
動
に
終
始
し
て
其

精
神
を
政
治
力
に
ま
で
発
展
せ
し
め
ざ
り
し
が
た
め

な
り
。
…
起
っ
て
宗
教
的
信
念
を
政
治
運
動
に
発
展

し
て
救
国
の
た
め

に
新
党
を
結
成
せ

ん
と
す
」（『
生
長

の
家
』誌
昭
和
20
年
11

月
号
。社
会
事
業
団
蔵
）

　

こ
う
し
て
尊
師
は
、
戦
後
の
生
長
の
家
の
出
発
を
、

真
理
の
政
治
的
展
開
に
よ
る
国
家
救
済
と
し
て
推
進

し
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
救
国
構
想
は
、
占
領
軍
に
よ

る
谷
口
雅
春
先
生
の
公
職
・
執
筆
追
放
に
よ
っ
て
日

の
目
を
見
る
こ
と
な
く
、
そ
の
間
、
占
領
軍
に
よ
る

日
本
解
体
の
諸
施
策
が
、
次
々
と
推
し
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

や
が
て
追
放
解
除
と
な
っ
た
谷
口
雅
春
先
生
は
、

講
和
独
立
し
た
昭
和
27
年
以
降
、、
天
皇
国
日
本
再
建

へ
の
祈
り
を
込
め
た
御
文
章
（『
日
本
再
建
の
道
を
拓

く
も
の
』
等
々
）
を
次
々
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、日
本
民
族
の
魂
の
解
体
を
意
図
し
た
「
占

領
憲
法
」
の
改
正
と
、
胎
児
の
生
命
の
中
絶
を
公
許

し
た
「
優
生
保
護
法
」
の
改
正
と
い
う
二
大
悲
願
を

達
成
す
る
に
は
、
生
長
の
家
教
団
自
ら
が
政
界
に
進

出
す
る
ほ
か
は
な
い
と
お
考
え
に
な
り
、
昭
和
39
年

８
月
28
日
、
政
治
結
社
「
生
長
の
家
政
治
連
合
」（
生

政
連
）
が
結
成
さ
れ
た
の
で
す
。

　

爾じ

来ら
い

、
参
議
院
全
国
区
に
玉
置
、
村
上
議
員
を
送

り
出
し
、
元
号
法
制
化
等
の
華は
な
ば
な々

し
い
活
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
が
、
二
大
悲
願
は
達
成
を
み
る
こ
と
な

く
、
尊
師
ご
存
命
中
の
昭
和
58
年
７
月
６
日
、
二
代

目
総
裁
と
な
ら
れ
る
谷
口
清
超
先
生
、
そ
の
あ
と
を

継
ぐ
谷
口
雅
宣
氏
等
の
考
え
に
よ
り
突
然
、
生
政
連

は
活
動
停
止
と
な
り
、
そ
の
後
秘
密
裏
に
解
散
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
信
徒
に
は
、〝
純
粋
な
信
仰
に

も
と
づ
く
宗
教
運
動
が
疎お
ろ
そか

に
な
っ
た
〟
旨
の
説
明

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
当
の
理
由
は
、
谷
口
雅

宣
氏
の
心
の
内
に
巣
く
っ
て
い
る
左
翼
的
思
想
に
反

す
る
、
生
政
連
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

「
愛
国
運
動
」
を
阻
止
し
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
多

く
の
識
者
か
ら
論
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
と
同
一
の
谷
口
雅
宣
氏
の
政
治
的
発
言

　

以
下
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
谷
口
雅
宣
氏
の
政
治
的

発
言
を
時
系
列
的
に
記
し
ま
す
。

①
平
成
18
年
、「
女
性
・
女
系
天
皇
容
認
論
」
を
展
開
。

②
平
成
21
年
、
保
守
系
の
「
産
経
新
聞
」
を
批
判
し
、

「
朝
日
新
聞
」
を
推
奨
。

③
平
成
23
年
及
び
平
成
24
年
の
２
月
11
日
、「
邇に

に邇
藝ぎ

の

命み
こ
との
天て
ん
そ
ん
こ
う
り
ん

孫
降
臨
」
を
、「
神
武
天
皇
が
天
孫
降
臨
し
た
」

と
２
年
続
け
て
誤
っ
て
発
言
す
る
等
、
神
話
の
軽
視
。

④
平
成
25
年
、
安
倍
首
相
の
靖
国
参
拝
を
批
判
。

⑤
平
成
26
年
１
月
、
東
京
都
知
事
選
挙
で
、
共
産
党

が
推
薦
し
た
宇
都
宮
健
児
候
補
を
支
持
。

⑥
平
成
26
年
４
月
、「
日
本
の
皇
室
で
も
、
韓
国
か
ら

招
い
た
時
期
も
あ
る
」
と
発
言
。

⑦
平
成
26
年
、「
集
団
的
自
衛
権
」
に
反
対
を
表
明
し
、

改
め
て
「
大
東
亜
戦
争
」
を
否
定
。「
占
領
憲
法
」
を

「
平
和
憲
法
」
と
し
て
擁
護
す
る
立
場
を
鮮
明
に
す
る
。

⑧
平
成
27
年
、
安
保
法
制
を
〝
戦
争
法
案
〟
と
し
て

批
判
。（〝
戦
争
法
案
〟
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
共
産
党
と
社
民

党
が
盛
ん
に
使
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
谷
口
雅
宣
氏
が
日
本
共
産

党
と
社
民
党
と
同
一
の
思
想
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
）

⑨
平
成
28
年
６
月
９
日
、〝
今
夏
の
参
議
院
選
挙
に
対

す
る
生
長
の
家
の
方
針
「
与
党
と
そ
の
候
補
者
を
支

持
し
な
い
」〟
と
発
表
し
、
安
倍
内
閣
打
倒
と
、
事
実

上
の
日
本
共
産
党
支
持
を
表
明
。

⑩
令
和
２
年
10
月
14
日
、「
日
本
学
術
会
議
」
問
題
に

つ
い
て
、「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
と
同
じ
論
調
の
「
真
理

探
究
へ
の
政
治
介
入
に
反
対
す
る
」と
の
声
明
を
発
表
。

　

10
月
25
日
、右
の
声
明
を
朝
日
新
聞
に「
意
見
広
告
」

と
し
て
掲
載
。

　

10
月
28
日
付
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に
、
現
教
団

の
「
意
見
広
告
」
が
好
意
的
に
紹
介
さ
れ
る
。

　

11
月
４
日
、
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
が
国
会

質
疑
の
中
で
、
谷
口
雅
宣
総
裁
の
「
生
長
の
家
」
を

称
賛
す
る
。

　

11
月
17
日
発
売
の
『
サ

ン
デ
ー
毎
日
』
に
、「
朝

日
新
聞
へ
意
見
広
告
し
た

ワ
ケ
」
と
題
す
る
谷
口
雅

宣
総
裁
の
独
白
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
谷
口
雅
宣
氏
は
、
谷
口

雅
春
先
生
が
お
つ
く
り
に
な
っ
た
「
愛
国
」
の
生
政

連
を
解
体
し
、
事
実
上
の
共
産
党
支
持
を
信
徒
に
強

要
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

愛
国
運
動
の
中
心
と
な
っ
た

本
部
青
年
局
の
解
体
と
青
年
会
の
完
全
変
質

　

か
つ
て
青
年
会
の
全
国
大
会
・
青
年
特
別
教
修
会

は
、
３
日
間
一
万
名
を
結
集
し
て
開
催
さ
れ
、
谷
口

雅
春
先
生
は
じ
め
四
先
生
か
ら
直
接
ご
指
導
し
て
い

た
だ
く
唯
一
の
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
昭
和
54
年
、
２
日
間
に
短
縮
、
昭
和
58
年

 【シリーズ解体】

谷口雅宣  三代目総裁  によって失わしめられたもの
　　その 10 ― 生政連、青年局、幹部養成学校等の解体
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か
ら
は
１
日

開
催
へ
と
そ

の
規
模
が
縮

小
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、

谷
口
雅
春
先

生
が
ご
昇
天

さ
れ
た
直
後

の
昭
和
60
年

８
月
28
日
の
理
事
会
で
、
青
年
会
運
動
を
牽
引

し
て
い
た
当
時
の
青
年
会
長
、
副
会
長
は
じ
め

青
年
会
中
央
部
の
幹
部
が
次
々
に
解
任
。
天
皇

国
日
本
を
支
え
る
百
万
青
年
を
生
み
出
す
運
動

の
中
心
で
あ
っ
た
青
年
局
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、「
生
政
連
解
体
」
と
全
く
同
じ
理
由

に
よ
る
も
の
で
、
青
年
局
が
愛
国
集
団
で
あ
っ

た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
以
降
、
青
年
会
の
組
織
は
み
る
み
る
弱

体
化
し
、
平
成
27
年
に
は
生
長
の
家
青
年
会
の

「
宣
言
・
綱
領
」
が
廃
止
、「O

ur

　Vision

」

な
る
も
の
に
変
質
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
長
の
家
青
年
会
は
、
戦
後
一
貫
し
て
愛
国

青
年
の
誇
り
を
持
っ
て
運
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
改
悪
に
よ
っ
て
青
年
会
運
動
に

完
全
な
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
教
団
の
次
代
を
担
う
青
年
会
の

委
員
長
不
在
の
教
区
が
続
出
し
、
生
学
連
（
大

学
生
）、
生
高
連
（
高
校
生
）、
ジ
ュ
ニ
ア
友
の

会
（
中
学
生
）
の
各
組
織
も
、
ほ
と
ん
ど
壊
滅

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
す
。

新
教
育
者
連
盟
の
切
り
捨
て

　

終
戦
後
、
日
本
の
前
途
を
憂
慮
さ
れ
た
谷
口

雅
春
先
生
は
、
教
育
界
の
正
常
化
に
も
取
り
組

ま
れ
、昭
和
28
年
１
月
１
日
、「
新
教
育
者
連
盟
」

（
新
教
連
）
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
新

教
連
は
、
生
命
の
実
相
哲
学
に
基
づ
く
純
然
た

る
教
育
団
体
と
し
て
、
教
育
面
か
ら
光
明
化
運

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
神
の
子
の
教
育
、
愛
国
心
教
育
、

神
話
教
育
、
道
徳
教
育
な
ど
を
通
し
て
素
晴
ら

し
い
成
果
を
あ
げ
て
き
た
新
教
連
を
、
谷
口
雅

宣
氏
は
教
団
か
ら
の
人
的
・
物
的
・
組
織
的
支

援
を
打
ち
切
っ
て
ゆ
く
の
で
す
。
た
と
え
ば
、

①
新
教
連
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
新
教
連
役
職

か
ら
本
部
職
員
を
全
員
外
す
等
、
教
団
か
ら
の

種
々
の
支
援
の
打
ち
切
り
。

②
新
教
連
の
事
務
所
の
生
長
の
家
本
部
会
館
か

ら
の
追
い
出
し
。

③
各
教
区
の
新
教
連
支
部
長
の
９
割
以
上
を
新

教
連
か
ら
去
ら
せ
、
残
っ
た
支
部
長
に
対
し
て

は
、
地
方
講
師
辞
任
を
迫
る
文
書
の
送
付
。

　

平
成
15
年
11
月
以
降
、
こ
う
し
た
施
策
で
、

新
教
連
は
教
団
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
た
の
で
す
。

生
長
の
家
幹
部
養
成
学
校
の
廃
校

　

生
長
の
家
幹
部
養
成
学
校
は
、
立
教
50
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、
大
学
を
卒
業
し
た
優
秀
な

者
に
２
年
間
教
義
教
養
を
施
し
、
将
来
の
生
長

の
家
を
担
う
人
材
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
57
年
４
月
に
山

梨
県
の
河
口
湖
町
に

開
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
政
連

活
動
停
止
か
ら
わ
ず

か
３
カ
月
後
の
昭
和

58
年
10
月
の
人
事
異

動
に
お
い
て
実
質
的

に
解
体
さ
れ
、
開
校

２
年
目
に
し
て
早
や

廃
校
へ
の
道
を
た
ど

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
現
在
、休
校
扱
い
の
実
質
廃
校
）

生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
の
廃
校

　

生
長
の
家
の
教

育
法
に
よ
っ
て
、将

来
の
家
庭
の
光
明

と
な
る
べ
き
婦
人

を
養
成
す
る
た
め
、

昭
和
10
年
11
月
１

日
、本
部
内
に
花
嫁

学
校
「
生
長
の
家

家
庭
光
明
寮
」は
開

寮
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、生
長
の

家
文
化
女
学
院
（
広

島
県
尾
道
市
）、生
長
の

家
淑
徳
大
学
寮
（
長

崎
市
）、
生
長
の
家

養
心
女
子
大
学
寮
（
広
島
県
府
中
市
）、
専
門
学
校

生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）

と
移
り
変
わ
り
な
が
ら
76
年
の
間
、
多
く
の
人

材
を
生
み
育
て
て
来
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
３

月
の
休
校
を
以
て
実
質
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

三
者
組
織（
相
愛
会
、白
鳩
会
、青
年
会
）

の
否
定
と
教
団
の
サ
ロ
ン
化

　

生
長
の
家
教
団
に
お
い
て
「
相
愛
会
」「
白

鳩
会
」「
青
年
会
」
の
三
者
協
力
の
組
織
体
制
は
、

昭
和
34
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
幹
部
研

修
会
に
お
い
て
打
ち
出
さ
れ
、
爾じ

来ら
い

50
年
以
上

に
わ
た
っ
て
生
長
の
家
の
運
動
の
中
核
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
27
年
11
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
「
生
長
の
家
代
表
者
会
議
」
に
お
い
て
、

三
者
組
織
を
実
質
的
に
無
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
組
織
（
Ｓ
Ｎ
Ｉ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
菜
園
部
、

Ｓ
Ｎ
Ｉ
自
転
車
部
、
Ｓ
Ｎ
Ｉ
ク
ラ
フ
ト
倶
楽
部
）

の
創
設
が
発
表
さ
れ
、
相
愛
会
、
白
鳩
会
、
青

年
会
と
同
列
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｉ
と
は
「S

8EICH
O

―N

8O

―I

8E

」
の
略

称
で
、
家
庭
菜
園
、
自
転
車
、
工
作
に
興
ず
る

同
好
会
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
厳
粛
で
清
浄
で
、

宗
教
的
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
生
長
の
家
の
組
織

は
一
掃
さ
れ
、
趣
味
化
、
遊ゆ
う

戯ぎ

化
、
稚ち

拙せ
つ

化
し

た
サ
ロ
ン
団
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

〝
天
皇
国
日
本
〟
の
徹
底
排
除

　

雅
宣
氏
の
教
団
革
命
、
変
質
の
所
業
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
が
、〝
天
皇
国
日
本
〟
を
徹
底

排
除
し
た
歴
史
の
真
実
を
、
紙
面
の
許
す
限
り

紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

○
昭
和
61
年
、
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
、
前
年

ま
で
あ
っ
た
「
日
本
国
実
相
顕
現
」
が
消
え
る
。

○
昭
和
62
年
、「
生
高
連
宣
言
・
綱
領
」が
廃
止
と

な
る
。（「
愛
国
」
の
文
字
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
）

　
「
護
国
の
神
剣
―
生
政
連
讃
歌
」
の
排
除
が

決
定
し
、
愛
唱
歌
も
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
。

○
平
成
11
年
、
相
愛
会
運
動
方
針
中
の
「
天
皇

国
・
日
本
」
の
文
言
を
批
判
し
、
谷
口
雅
春
先

生
の
「
天
皇
国
・
日
本
」
の
教
え
を
否
定
。

○
平
成
25
年
、「
生
長
の
家
栄
え
る
会
」
の
会

則
か
ら
「
本
会
は
聖
典
『
生
命
の
實
相
』
の
精

神
を
信
奉
し
、
…
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
。

　

ま
た
、「
生
長
の
家
教
職
員
会
」
の
会
則
か

ら
「『
人
間
神
の
子
の
実
相
』『
日
本
国
の
実
相
』

『
天
皇
の
実
相
』
を
顕
現
し
真
に
平
和
な
世
界

の
建
設
に
寄
与
す
る
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
雅
宣
氏
は
、
谷
口
雅
春
先
生
が
心

血
を
注
い
で
お
つ
く
り
な
っ
た
組
織
と
そ
の
精

神
を
破
壊
し
た
の
で
す
。
あ
あ
!!

廃校となった幹部養成学校

谷口雅春先生ご夫妻を中心に家庭光明寮の入寮式(『生長の家三十
年史』より引用)

（
引
用
の
原
文
は
一
部
旧
漢
字
、歴
史
的
仮
名
遣
い
）

谷口雅春先生は、全国から集まった
愛国青年に期待を寄せられていた。


